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  緒     言
 人絹パル プの國産は原料樹材の潤澤 なる供給に依つて始めて成立 し得 る問題で,本
邦の如 き樺太産 エゾマツ,ト ドマツを唯一の原料源 とする國柄に於ては,其 選鐸範園
の損張を必要 とする・假に樺太エゾマツを人絹パルプ用材に限定 し,不 断造林 を實施
すれば現在の所要高 に封 しては,永 久の供給が可能であるが目下の歌態に於て樺太の
森林は製紙用パルプ原木給源 として も使用 しなければならないし,叉 今後勃興 す可 き
人造短繊維の原料問題 をも考へ合せると些か心細い感がする.幸 ひ満洲國が成立 され
て以來 日満産業 の提携が盆,緊密になつて行 くことは・あらゆる意味に於て慶賀に堪へ
ない次第で,吾 人が企圖する人絹パルプ自給問題にも多分の曙光を與へるが如 くであ
る.試 みに満洲國の林木蓄積量を一瞥するに,
  総蓄積量150億 萬石(4L7億 萬立方来)
    潤葉樹 ・一 ・…80億 萬石(222億 萬立方来)
一曝鋼1諺{1野lii難
と推測 されてゐる・上記林木は主に長白山麓,鴨 隷紅,豆 満江,松 花江,牡 丹江流域
及大興安嶺小興安嶺の人跡稀な山地に原始林を成 して居 り,交 通不便な今 日に於ては
運材困難の爲に顧 る債値なきも,満 洲國交通網損充 と共に賂來は可な り有望視される
に至 るだ らう・
 以上のタウヒ屡・モ ミ屡全部がパルプ用材に適すると假定すると合せて30億 萬石,
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樺太エゾマツ,ト ドマツの総蓄積高に比すると實に6倍 の多 きに達する.
 然 らば果 して生産地域 を異にする此等の満洲國産樹林が人絹パルプ用材 として適當
するや否やは頗る興味ある問題で,私 共は先づタウヒに属する魚鱗松(Picea ajanensis
Fisch.)及び杉松(Picea koraiensis Nakai)テ ウセン・・リモ ミ(時 として沙松 とも云 ふ)
に就て研究を進めることにし仁
  實 験 の 部
 試料は鴨線江探木公司,威 鏡南道恵山鎭管林署が奉天省長白縣二十道溝奥(戚 鏡南
道恵山鎭上流三里の蜀岸)よ り探取 して京都帝國大學演習林事務所 に途付 した もの 、
來歴明かなるものを用ひた,
 L化 學 分 析
・分析方法は
  Schorger :Chemistry of Cellulose and Woods
         第一表 魚鱗舩及び杉松の化學分析結果
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  厚  木:パ ルプ及び紙
  田中,安 藤:最 近工業化學試験法
等に記載 された方法を適宜慮用しナニ




 (1)魚 鱗 松E,F相 互間には多少の差異はあるが,大 艦 に於て近似 した成分率を與
へてゐる.唯 全繊維素並に α一繊維素はFの 方に2-3%多 く含有 されてゐる.
 (2)杉 松は全繊維素,α一繊維素共魚鱗松に劣 り,パルプ用材 として魚鱗松に梢,落 ち
てゐることを示す.
 (3)魚 鱗松,杉 松 を樺太産のエゾマツとトドマツに比較すると全繊維素の含量には
大差ないが α・繊維素は魚鱗松,杉 松共にエゾマツの48%に 當 り,ト ドマツの32%
には優るか或は同等である.從 つて α・繊維素の見地か ら言へば満洲 タウヒのパルプ
用材 としての債値は樺太エゾマツとトドマツの略中間に位すると見て差支へない.
 リグニン,ヘ ミセルローズ含量には多少の高低はあるが殊更論す る程でない.
 樹脂分は魚鱗松,エ ゾマッ間には大差な く少量含 まれてゐるが,ト ドマツ及杉松に
は前二者 に比 し多量含有 されてゐる.殊に杉松の揚合は5.38%で 樺太落葉松の4,24%
(志方,馬:人 絹界第2巷 第2號)に 比 しても,更 に多 くある・然 し樹脂分含有量の多
寡のみではパルプ用材 としての可否は論ぜられない と思ふ.
 エゾマツは人絹パルプ用材 として贋値充分にあ りトドマツは製紙パルプ用材 として
使用 されてゐる現歌であるか ら,φエゾマツ及び トドマツの略中間の化學成分 を有 する
魚鱗松,杉 松 も人絹パルプ或は製紙パルプ用材 として充分に實用債値を持つ もの と思
ふ.
 II・蒸 解 試 験
 蒸解は亜硫酸盤法に依 り,爾 アルカリで後蒸解 してパルプの歩留及び品質に及ぼす
アルカリの影響 を も比較考察 し仁 蒸解試験に於て も魚鱗松はE・Fと 別々に取扱っ
す二・
                 (9)
             人 絹 パ ル プ 用 材 の 研 究
 (1)亜 硫酸 マグ ネシウム,亜 硫酸 マグネシウム ・カル シウム混 合璽法 に よる1回 蒸
解.
  a・蒸解液 組成
   全SO2  6%
   MgO或 はMgO十CaO… ……1%
            (但 しMgO十CaOの 揚合 はMgO:CaO=1:1とす)
  b.蒸 角皐僑i{牛
   木 材削片100 9に1300c.c.の 蒸解液 を加へ加歴釜 に入れ下記條 件下で蒸解 を
  行 ふ・但 し・木 材削片への液湊透 を充分 な らしむ るため,加 歴釜 の温 度100。Cに
  達 す るに要 す る時聞 を90分 前後 とした.
   頚柴  1「1;   』li壷高ξ昆度          1550C
        最 大歴 力     64atm. p.
        ∠卜均言擢L度          1450C
        zド均堅力     5.6 atm. p.
        蒸解 時間    8hrs.
 蒸解経了後はその ま、一夜放置 して翌朝に至 りてメ寸ルプを取 り出 し九.粗 パルプは
水洗,漂 白(二 段漂 白),水 洗の諸虚理 に附 した.
 (2)1%NaOH溶 液 に依 る後蒸解.
 後蒸解 は1回 蒸解 孚漂 白パル プに1%NaOH溶 液 をバル ブの15倍 量 加へて加堅
釜 で,1時 間或 は4時 間135。C,4atm, P.で 行 つ1:.蒸 解 絡 了後 は直 ちに排氣滅 墜 し
て パルプ を取 り出 し水洗,漂 白等の後塵 理に附 した.
 蒸解 試験結果 は第二表 に示すが如 し.
 先づパ ルプの歩留 に就 て観察 す る と,酸 性亜硫酸 マ グネ シァ或 は酸 性亜硫 酸 マ グネ
シウム ・カル シウム混 合盤 で1回 蒸解 を行 つt:±a合 は原木1立 方米 當 り約 、220kgの
牧 量で あ るが,同 じパル プを135。C,4atm. P.で1時 間或 は4時 間後 蒸解 する とパル
プの牧 量 は激減 し,夫 々190kg,170 kgと なる.依 つ てパル プの牧量 よ り論 す る と
1回 蒸解のみで打 ち切 らすIVが 経濟的 であるこ とが解 る.
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        第二表 魚鱗松,杉 松の蒸解試験及紡綜試験結果
鳴ρ擁 蒸 解 法1纏 水論 最ll轟藷越 癬
 1魚 鱗 松E亜 硫 酸 マ グ ネ シァ法    220kg 5・68 84.86 6・88 8・26 0・53  0・90
2  "  同 上(ア ル カ リ後 蒸 解1時 間)190  7・24 88・72 8・46 2・82 0・75  1・07
 3  "  同 上(ア ル カ リ後 蒸解4時 間)170  532 67・5524・67 7.78 4・Ol  l・09
・ 〃 要難 轟 垂 シ ウ ム ●カ ル シ22・12・ ・2・7・63・885・49・571・36
5魚 鱗松F亜 硫酸マグネシァ法    220 6・62 8633 929 4・38 0・51 0・97
6〃 灘 昏 融 シ ウ ム'カ ル シ22・19・6486・6695・3・76・391・14
 7  "  同 上(ア ル カ リ後蒸 解1時 間)190 8・20 89・36 8・40 2・24 0・47  1・32
8杉 松 亜硫 酸 マ グ ネ シァ法  190 63073.9118.767.332.73 1.18
 9  "  同上(ア ル カ リ後 蒸解4時 間>165 654 86.09 9.21 4.70 1.85  1,11
1・"悪 鷺 各 離 シ ウム ●カ ル シ19・7…72・21121…6・493・92・72
  キ パ  ワ (加奈陀産パルプ)  -  7.27 88.08 3.31 8.61・O・68  1・20
 次 に此等 のパル プの品質(化 學的 晶質)を 調 べて見 る と,亜 硫酸 マグネ シァ或 は亜硫
酸 マグネ シウム・カル シウム混 合鞭法 に依 る1回 蒸解 の揚合 は魚鱗松 に於 ては,E木F
木 爾方乍 ら86-87%の 高度 α一繊維素含量 を示 す とi共に灰分 も少 く,何 れの蒸解液 に
依 る も市販 キバ ワ ・パル プ と同様 品質 のパルプを與へ る.と ころが杉松 のみ は同一條
件 で72-73%の α一繊維素含量の低級 パルプを與 へ る.
 亜硫 酸鰹法 で1回 蒸解 を行 ひ†こるパル プに更 に1%NaOH溶 液 をパル プの15倍 加
へ て135。C・4atm・P・ で1時 間或 は4時 間虚理 せ る揚合 は,魚 鱗松 に於 ては1時 間塵
理 の ときは α一繊 維素 の含量 は高 ま り(pu1P no・1&2重 にno・6&7を 参照 せ よ)
パル プの晶質 は良化 されて來 るが,4時 聞 同一條件で虞 理せ る ものに於 ては,却 つて
α一繊 維素含量 は低 下 し(pulp no・1&3を 参照 せ よ)そ れ と同時 に β一繊維素 は頓 に増
大 して パル プの品質 は非常 に悪花 して行 くを観 る.灰 分 もアル カ リ塵 理 と共 に増加の
傾 向にあ るが,こ れは洗灘法 を憂 へ るこ とに依 つて除 き得 る問題 として も,ア ル カ リ
で長 時間塵 理 す る ことは結局 α一維維素 に加水分解 の機 會を與 へ,β 一繊維素へ の移行
を助成 す る悪作 用 なるを知 るこ、とが 出來 る.
 杉 松の揚合 は これ と反射 で アルカ リで長 時聞虚理 した方 が却って品質 を良化 す る傾
向 があ る・ これ は實 に興味あ る問題で,同 じ唐檜で も種 を異 にす るに從 つて蒸解法を
                  (11)
            人絹 パ ル プ用 材 の研究
も憂へて行かねばならぬことを暗示するものである.
 要するにヴィスコース用パルプを得 ることを目的 とすれば,パ ルプの牧量,操 作の
簡便性及びパルプの品質を考へ合せて,魚 鱗松の揚合は亜硫酸 マグネシァ法でも亜硫
酸 マグネシウム・カル シウム混合蜷法で も,1回 蒸解が適當することになる・爾ほ本實
験に於て,亜 硫酸 マグネシウム・カルシウム混合盤法が亜硫酸 マグネシァ法に比 し,常
に良質のパルプを與へることは注目に値する事柄である・
 パルプの品質から魚鱗松,杉 松を比較すると何れの蒸解法に依 るも魚鱗松は杉松に
撒等優れてゐる.
 III.紡 綜 試 験
 59の パル プに175%苛 性曹蓮溶液を509注 加 して一夜 マー セル化 した後,過 剰
アルカリを歴搾除去 して残量を14g前 後 とし,これを細か く破確 して密閉容器中に入
れ2-3日 聞老成 を行はせた.老 成濟めるものはこれに259の 二硫化炭素を加へて
9-14時 間密閉歌態でザンテー ト化を行はせ,過 剰の二硫化炭素 を吸引除去 し,稀 苛
性曹逡溶液 を加へて繊維素7%,苛 性曹達6%を 含むが如 き,ヴ ィスコー ス溶液(紡 綜
液)を つ くつた.繊 維素 ザントゲン酸曹達の溶解完全な りし頃減墜脱泡 して熟成虚理
に附 した・但 し以上の全操作は15。C前 後の流水中で行つた.15。C前 後の温度で4～
5日 熟成を行はせナこるものはこれを5～8。Cの 氷冷藏庫に貯へて置 き爾後随時紡綜す
るこ とに した.
 紡綜方法は富久氏ボ ビン式に櫨 り,直 穫OD5 mm.の 一孔を有するデューゼより紡
継液を射出 させ30～40cm.凝 固浴を漕 らせtこ後,導 綜装置を経て40～47米/分 の紡
縣速度でボビン上 に巻 き取 らせた。紡綜浴は下記組成の ものを用ひ,浴温は35～40。C
に保つた.
_成 騰 二二二r
           l            ZnSO4     1"         H20     69"
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 紡綜 したヴィスコー ス懸は 順次水洗 乾燥,脱 硫,漂 白等の諸仕上げ後塵理に附 し
た.
 ヴ ィスコー ス懸の物理 的強度試験 曝未脱硫,未 漂白綜 に就 き行 ひ,第 二表の如 き結
果 を得 た.表 に掲 げた数値 は5回 試験 の雫均値で あ る・
 強 度試 験結 果 に就て考察す る と,
 pulp no.10の 與 ふ るヴィスコー ス綜(0.729/Denier)を 除い ては,概 して キバ ワ・
ヴィスコー ス懸 に匹 敵す る強 度を示 してゐ る。 中で もpuip no,4及7(魚 鱗 松亜硫酸
マ グネ シウム・カル シウム混 合盤法 及 同一 パル プを アル カ リで1時 聞後 蒸廓 し7:バ ル
ブ)の 與ふるヴィスコース綜が キパワ綜以上の張度を示 してゐることは非常に興味あ
ることで,今 後魚鱗松を人絹パルプ用材に實用化する揚合に多分の参考になるだ らう
と思ふ,尚 ほ長時聞のアルカリ後蒸解のため α一繊維素の減少 と同時に β・繊維素の
増加を來 した所謂劣質パルプが然 らざるものに比 し同等の彊度綜 を與 ふる事實は化學
的には興味あることであるが,経 濟的には全 く意味のないことである.
 上述の結果を要約すると,満 洲國産魚鱗謄E,Fは 化學成分上 より,叉 は蒸解試験
及び紡綜試験成績 より観 るも大同小異で,樹 材團艦間には殆ん ど相異な く,魚 鱗松は
入絹パルプ原本 として杉松に優つてゐる・而 して魚鱗桧よ り人絹パルプを製造する揚
合にはMg一 亜硫酸鰹或はMgとCaの 混合亜硫酸輕法で1回 蒸解を行つた方が良 く,
該法を癒用するときはキパワに匹敵する人絹パルプを得 ることが出來ると思ふ.
  総     括
 本研究に於て,私 共は満洲 タウヒ,魚 鱗松及杉松の材成分 を明かにし,亜 硫酸盤法
蒸解及びヴィスコース法による紡綜試験を行ひて,満 洲 タウヒの人絹パルプ用材 とし
ての債値を考究 し仁
 絡 に臨み,絡始御懇篤なる御指導及御鞭健 を賜 り7二る志方数授に厚 く感謝致 します.
                         (第5回京都講演會に於て登表)
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